
　

１１
月
１９
日
㈫
、
弟
子
屈
町
公
民
館
に
て
令
和
６
年
度
弟
子
屈

町
自
治
会
連
合
会
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
役
場
総
務
課
の
根
本
防
災
対
策
官
を
講

師
に
招
き
「
弟
子
屈
町
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
た
今
回
の
研
修
会
で
は
、
当
町
で
発
生
し
た
災
害

の
お
話
や
、
町
で
行
っ
て
い
る
防
災

に
関
し
て
の
活
動
の
実
例
を
紹
介

し
、
ま
た
、
避
難
所
で
使
わ
れ
る
組

み
立
て
式
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等

の
お
披
露
目
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
各
単
位
自
治
会

役
員
等
４２
名
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
お
り
、
実
際
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
使
い
心
地
を
体

験
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
㈭
に
鶴
居
村
の
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
令
和

６
年
度
釧
路
管
内
町
内
会
連
絡
協
議
会
研
修
交
流
会
」
が
開
催

さ
れ
、
当
連
合
会
か
ら
野
田
口
会
長
と
横
田
副
会
長
、
谷
内
理

事
、
事
務
局
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
㈱
R
E
R
A 

W
O
R
K
S 
代
表
取
締
役
の

佐
藤
大
行
氏
に
よ
る
「
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
～
釧
路
地
域

の
魅
力
と
未
来
～
」と
題
し
た
講
演
で
、佐
藤
氏
が
今
ま
で
行
っ

て
き
た
事
業
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
例
を
挙
げ
て
い
た
だ

き
、
弟
子
屈
農
園
の
イ
チ
ゴ
の
栽
培
の

お
話
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
北
海
道
農
政
部
長
、
元
北

海
道
銀
行
執
行
役
員
の
西
山
泰
正
氏
よ

り
「
み
ん
な
で
地
域
を
真
剣
に
考
え
よ

う
～
地
域
づ
く
り
の
原
点
～
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
、
過
去
に
西
山
氏
本
人

が
体
験
さ
れ
た
援
農
ア
ル
バ
イ
ト
の
経

験
を
元
に
絆
や
意
思
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
頭
の
ご
挨
拶

弟
子
屈
町
自
治
会
連
合
会　

会 

長　

野 

田 

口 

昌 

明

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
、
当
連
合
会
に
対
し
格

別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
で
は
、
悪
徳
商
法
や
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
の
被
害
防

止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
下

校
途
中
の
児
童
生
徒
を
犯
罪
か
ら
守
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
そ
し
て
孤
独
死
防
止
の

た
め
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
へ

の
世
帯
な
ど
へ
の
声
掛
け
訪
問
等
、
安

心
・
安
全
の
た
め
の
様
々
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
は
元
旦
に
能
登
半
島

地
震
が
あ
り
、
９
月
に
は
本
町
で
も
震
度

４
の
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
災
害
の
印

象
が
色
濃
く
残
る
１
年
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
の
当
連
合
会
の
研
修
会
で
は
、「
弟
子

屈
町
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
、

各
自
治
会
の
皆
様
と
研
修
を
深
め
て
頂
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
当
連
合
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
相
互

扶
助
の
精
神
で
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
地
域
を
確
立
す
べ
く
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
に
お
き
ま

し
て
も
当
連
合
会
事
業
に
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康

を
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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単位自治会の現況（敬称略）
№ 自 治 会 名 会 長 名 加入戸数
1 １ 町 内 竹森　英彦 50
2 ２ 町 内 山口　洋司 35
3 あ け ぼ の 町 宗像　昭夫 35
4 万 翆 町 近松　哲男 17
5 ４ 町 内 小林　俊夫 45
6 ５ 町 内 小家山　勝 17
7 湯 元 親 交 会 瀬野　英紀 28
8 元 町 小林　壽男 15
9 ７ 町 内 風祭　保夫 26
10 高 台 勝呂　　清 119
11 湯 の 島 野田口昌明 85
12 見 晴 台 熊谷　和則 102
13 美 羅 尾 ヶ 丘 舘　　郁男 186
14 𫟰別温泉桜町 藤田　利道 84
15 泉 町 近江屋　茂 426
16 旭 町 越山　康弘 23
17 日 の 出 塩沢　紀雄 53
18 す ず ら ん 丘 谷内　和秀 167
19 摩 周 町 長谷　壽人 68
20 南 弟 子 屈 小澤　重則 46
21 仁 多 山内　功丞 27
22 最 栄 利 別 松原　　学 19
23 𫟰 別 山村五十三 63
24 美 留 和 渡邉　良雄 84
25 札 友 内 吉田　良文 15
26 川 湯 駅 前 松田　政幸 43
27 川湯温泉まち 大浦　健一 68
28 川 湯 敷 島 町 横田　憲治 148
29 川 湯 跡 佐 登 鶴岡　卓爾 66
30 屈 斜 路 金澤　賢二 74
31 原 野 摩 周 粥川　裕光 13
32 原 野 若月　　繁 16
33 奥 春 別 小泉　隆明 44
34 下 仁 多 江上　和彦 19
35 川 湯 み ど り 石岡　　謙 20

合　　　　　　　計 2,346

屈斜路自治会（会長　金澤 賢二）
▶屈斜路地区敬老会
屈斜路自治会では令和６年９月１４
日に、屈斜路地区敬老会を実施しま
した。ご来賓として、望月信雄 摩周
湖農業協同組合 代表専務理事様、
小濱ちあき町福祉課課長補佐様のご
臨席を頂き、お祝いの言葉も賜りま
した。
祝賀会では、久しぶりのおしゃべ
りを楽しみました。
また、和琴小学校の児童が、自己紹
介をして敬老者へプレゼントを渡し
ました。その後、校歌を歌い、和っこ
ソーランを披露しました。児童から
のプレゼントを参加した皆さんは、
とてもうれ
しそうに受
け取ってい
ました。

川湯駅前自治会（会長　松田 政幸）
▶夏休み　朝のラジオ体操
夏休み期間中の土日を除くほぼ毎
日、駅前地区の小・中・高生や父母によ
る毎年恒例のラジオ体操を行いまし
た。中には道外からの夏休みホームス
テイで来ていた子供たち３～４人も参
加しました。
眠い目をこすりながらも、元気な子
供達による
朝のルーテ
ィンに元気
をもらいま
した。

𫟰別自治会（会長　山村 五十三）
▶北見市ぶどう狩研修旅行
多少寒さはありましたが、秋晴れで天
高く馬肥ゆる秋の思いです。
今回の研修のメインは北見市十字ヶ岡
農園の「ぶどう狩」でしたが、時期的に終
盤でしたので、ビニールハウスも外され
ていてぶどうも少ない状態でした。
しかし、食べ放題には充分な量で甘味も
強く美味しいぶどうの味を堪能しました。
一袋限りではありましたが、お持ち帰
りも無料な上に巨大な大根２本ずつ、袋
一杯の玉ねぎのオマケが付いていて一同
感激でした。
その後、ハッカ記念館見学で昭和１０年
頃北見のハッカ生産量が世界の７０％を担
っていた事を知って驚きました。その後
はしのねりんご園に行きました。最北端
でのりんご栽培を見学し、たわわに実っ
ているりんごを堪能しました。普段体験
できない貴重な研修旅行でした。

２町内自治会（会長　山口洋司：34戸）
例年夏に開
催されていた
パークゴルフ
大会、今年は
猛暑を避けて
９月14日に河川敷パークゴルフ場にて開
催されました。
当日は晴天で4年ぶりとなる競技に引
き続き、農協横の焼肉ハウスにて懇親会
も行われ、久しぶりに会員同士が近況を
話し合うなど、和気あいあいとした時間
が流れました。

■ 連合会の主な動き（令和６年１月～令和６年12月） ※（　）内は会場及び出席者等

弟子屈町自治会連合会広報第23号発行（事務局）
第３回弟子屈町二十歳のつどい（文化センター・野田口会長）
第13回弟子屈町フォトコンテスト審査会 （文化センタ
ー・野田口会長）
阿寒摩周国立公園弟子屈町川湯温泉まちづくりマスタ
ープラン推進協議会（書面会議）
弟子屈町交通安全運動推進協議会第３回役員会（役場・
野田口会長）
令和５年度弟子屈町防災会議及び弟子屈町国民保護協
議会（役場・野田口会長）
令和５年度第１回弟子屈町自治会連合会役員会（役場・
野田口会長ほか役員、事務局）
弟子屈町デジタル地域通貨協議会（勝呂副会長）
旗の波街頭啓発（文化センター・野田口会長）
令和６年度 弟子屈町自治会連合会定期総会及び令和６年度
弟子屈町交通安全運動推進協議会総会（公民館・各自治会）
令和６年度弟子屈警察官友の会総会（摩周観光文化セ
ンター・野田口会長）
令和６年度 （一社）北海道町内会連合会総会（書面会
議・野田口会長）
弟子屈町デジタル地域通貨協議会（JA摩周湖ビル・勝呂副会長）
令和６年度釧路管内町内会連絡協議会理事会・総会（釧
路市交流プラザさいわい・野田口会長、事務局）
釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ「第20回ル
ート総会」（ニュー阿寒ホテル・横田副会長）
弟子屈町消防創設百周年記念式典（摩周観光文化セン
ター・野田口会長）
弟子屈町社会を明るくする運動推進委員会　総会

（公民館・勝呂副会長）
令和６年度第１回弟子屈町地域公共交通活性化協議会
（委員会室・横田副会長）
令和６年度弟子屈町空き家対策協議会（委員会室・横田副会長）
夏の旗の波運動　街頭啓発（摩周観光文化センター野田口会長）
社会を明るくする運動　街頭啓発（摩周湖農協、フクハ
ラ摩周店、道の駅摩周温泉・勝呂副会長）
令和６年度弟子屈町戦没者追悼式（福祉センター・勝呂副会長）
第３回阿寒摩周国立公園弟子屈町川湯温泉街まちづく
りマスタープラン推進協議会（公民館・横田副会長）
令和６年度弟子屈町表彰審査委員会（公民館・野田口会長）
第４回阿寒摩周国立公園弟子屈町川湯温泉街まちづく
りマスタープラン推進協議会（公民館・横田副会長）
令和６年度第１回釧路定住自立圏共生ビジョン懇談会
（釧路市役所本庁舎２階　第１委員会室・野田口会長）
弟子屈町消防団秋季演習（川湯消防庁舎・横田副会長）
令和６年度第１回弟子屈町自治会連合会役員会（役場・
野田口会長ほか役員、事務局）
令和６年度釧路管内町内会連絡協議会研修交流会（鶴居村
総合センター・野田口会長、横田副会長、谷内理事、事務局）
令和６年度弟子屈町ＳＯＳネットワーク推進会議（福
祉センター・事務局）
弟子屈町自治会連合会研修会（公民館・各自治会員）
令和６年度第２回弟子屈町地域公共交通活性化協議会
（委員会室・横田副会長）
弟子屈町歳末警戒街頭啓発
（町内・勝呂副会長）
交通安全大会（委員会室・野田口会長）
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